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ねらい:公正公平・社会正義

線路を走っているトロッコが制御不能になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


このままでは、線路上で作業中の5人がトロッコに轢き殺されてしまう。　　　　　　


あなたは偶然にも、線路の分岐切替えレバーの近くにいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　


トロッコの進路を切り替えれば5人は助かるが、切り替えた先にも1人の作業員が。　　 

道徳の授業

You



あなたならどう行動しますか? 

あなたの判断基準は? 
(何をもって判断したのか?)

You



小・中学校の道徳の授業は 
どんな授業だったか覚えていますか? 

̶道徳教育(道徳科)は必要ですか? ̶



○平成27年(2015年)学校教育法施行規則改正 
      「特別の教科　道徳」して設置

○小・平成30年(2018年)中・平成31年(2019年)

移行期

完全実施

　　　　　          　‖                       
  道徳科:「考え議論する道徳」

昭和33年～平成27年以前

全教科:「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」 

「道徳の時間」



-道徳教育と道徳科(特別の教科　道徳)の関係-

テキストp.8～9 
(p.10～11)

「道徳科は必要ですか?」①

中(小)学校学習指導要領(平成29年告示)解説 
特別の教科　道徳編



音楽 美しいものを尊重する心
道徳教育の視点



理科学習 道徳教育の視点

自然に親しむ

　学校行事「林間学舎」



互いの思いや考えを知る・尊重する 
　　　　　他者理解⇄相互理解

道徳教育の視点

さまざまな教科等での 
グループ学習



道徳科 
「特別の教科　道徳」

「補充」「深化」「統合」
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学校での道徳教育
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「道徳教育」と「特別の教科　道徳(道徳科)」との関係
P.8(10)

家庭での道徳教育 社会での道徳教育



̶ “道徳”の歴史という視点から ̶

「道徳科は必要ですか?」②

テキストp.1～2



「道徳の時間」から「特別の教科　道徳」へ変更 
(なぜ?　その理由は?)

①歴史的経緯に影響され、今だに道徳教育 
   そのものを忌避しがちな風潮　
②他教科に比べて軽んじられる

③心情理解に偏った指導

学習指導要領(解説・特別の教科　道徳編) 1～2頁

「考える道徳」「議論する道徳」 
自らの生き方につながる

改　　善



○明治時代以前、寺子屋、藩校において、以下の諸文化の中　 
　で道徳教育　 
　国学(江戸時代中期に『万葉集』や『古事記』などの古典的書物を研究し、 
            古代日本の思想を明らかにすることから、中国の影響を受けていな 
            い純粋な「日本らしさ」を追求した学問・思想) 
     仏教(釈迦を開祖とする思考・信仰)　 
   儒教(孔子を始祖とする思考・信仰)

道徳教育の変遷1

1872年（明治5）　日本最初の近代的学校制度「学制」発布 
   ※尋常小学校では「修身科」

心や行動のあり様



寺子屋 
(江戸時代)

庶民の学びの場



藩校 
(武家を継ぐ後進の育成) 会津藩・日新館・・・・・

水戸藩・弘道館
鹿児島藩・造士館



藩校 
(武家を継ぐ後進の育成)

近世 
江戸時代

江戸末期18世紀 
人口3300万人 
・90%は庶民

寺子屋 
(庶民の学びの場)

・全国で15000軒

※現在の小学校数　 
　　　約20000校



道徳教育の変遷1   -戦前の道徳教育-
・1872年（明治5）　日本最初の近代的学校制度「学制」発布、 
   尋常小学校では「修身科」

・1879年　科学教育を重視する自由教育令公布（森有礼）と 
　　　　　「教学大旨」（元田永孚ナガザネ）との新旧両思想が 
　　　　　　　　　衝突。後者は、仁義忠孝を核とする儒教主義的な　　　　　　 
　　　　　　　　　道徳教育を主張するが却下される。

・1890年　　その後の道徳教育の基になる「教育勅語」 
・1891年　　修身教科書使用の方針、「教育勅語」の徳目　　　　　　　 
　　　　　　（孝、友、和、信、等）に沿った徳目主義 
・1904年　　国定教科書を使用、修身科はすでに「教育勅語」 
　　　　　　　に基づいた国定教科書を使用。

※検定教科書

教育の2つの方向性



大正　1912年～

明治　1868年～　※教育勅語(1890年明治23年)

1939年～1945年　第二次世界大戦昭和　1926年～

1894年～1895年　日清戦争 
1904年～1905年　日露戦争

1914年～1918年　第一次世界大戦

平成　1989年～　　　令和　2019年～　　　
※1948年6月19日に国会によって排除または失効確認



教育勅語



教育勅語(現代文)



修身教科書(国定教科書)



○平成27年(2015年)学校教育法施行規則改正 
      「特別の教科　道徳」して設置

○小・平成30年(2018年)中・平成31年(2019年)

移行期

完全実施

　　　　　          　‖                       
  道徳科:「考え議論する道徳」

昭和33年～平成27年以前

全教科:「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」 

「道徳の時間」



道徳教育の変遷2 　-戦後の道徳教育-

・文部省(現文部科学省)公民科による道徳教育は却下 
　※生活している社会について理解し行動の在り方を考え 
　　させようとするものを主張、不設置、理念は社会科へ

・1945年（昭和20）終戦後、連合国最高司令部（GHQ）　 
　　「修身、日本歴史及ビ地理停止ニ関スル件」
・翌年　日本歴史と地理の授業は再開、修身は不再開

・学校教育全体を通した道徳教育を実施（全面主義） 
※幸福や理想を目指す、共同社会の一員としての自覚、　　 
　国際性の育成

・修身、公民、地理、歴史を融合→「社会科」誕生



昭和33年（1958年）「学習指導要領改訂」 
　 
　・教育活動全体を通じて行う道徳教育の補充・深化　 
　　統合の時間として「道徳の時間」を　特設 
　 
　・道徳の時間は道徳教育の「要（かなめ）」 

道徳教育の変遷3  ̶ 特設の道徳 ̶



これまでの道徳の授業

①歴史的経緯に影響され、今だに 
　道徳教育そのものを忌避しがちな風潮　

②他教科に比べて軽んじられる

③心情理解に偏った指導

学習指導要領(解説・特別の教科　道徳編)p.1～3

天皇崇拝・教育勅語・戦争・特設

教科化

(主体的対話的で深い学び)
考え、議論する道徳



○下記のメルアドまで 
　  koyamahi41@gmail.com 

○本文には 
・「学生番号・名前」 
・「授業の感想文100文字程度」(紙面で意見交流)

○必ず件名には 
「実施時間・科目名」を記入 
　　　(例)  1時間目　道徳指導法                  
                         2時間目　道徳指導法

mailto:koyamahi41@gmail.com

